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遍

論

經

篇

城

馨

政

策

論

^

鄉
同̂

べ̂

オ
め̂

な
-

い̂

处
ふ
こ
と
ほ
、
へ
今
日
一
、麟
に
認
め
る
所
と

.

な
つ.て

：.

居
る
が
、
前
者
が
結 

.

.

.局
：に
於^

實
％̂

ぬ
'

鞭

把

立0

:

憑

ふ
- »

部
で
斯
究
ぶ
れ
る
；

0

セ
な.

け
抓
ば
：、
，
硏
究
の
意
義
は
な
い
：に
相
違
な
い
ァ 

の
說
ズ.

通

龜

，
經

谨#

朝

食

陋

难

の

德
_

冶
沾_

蒌

札

龙

生

活

必

馨

荩

き

有

糠

土

に

：憤

.

る
社
會
的
情
熱
で
ぁ
る
。
經
濟
學
の
斯 

る
實
際
的
尨
傾
垧
は
特
杧
昔
：か

, 6

英
國_

の
輕
濟
擧
：に
嶺
い

':
0
:
:^

.

に
襻
げ
：た
彡
：

-

^

氏
の
#

雙
 

.

疆

：運

の%

憂

驚

政

策

霍

龙

篇
1 >

た
頗
る«

み
應.

べ
の
ぁ
る
蚩
暴
：で
ぁ
る

9

表
題
の
示
す
通
り
經
濟
現
象
を
分
析
し

‘

-

ノ
而.
_

激
果
龙1

政
策̂

の
自
的.
に
：照
し
、
洳
何
な
名
：：手
段

.

の
雜
用
が
其
目
的' 0
*

成
の
爲
虼
鈐
耍
か
を
明
に
せ
：る
も
の
で
ぁ
：る

0 

: '

し
, "
:

奮

社

茁
0

の
篇
よ
り
成
る0

.

'

:

■

■

. 

.

V
,
. 
•

爲

：瀹
齋
資
齋
衆
高
宵
能
め
隹
活
檩
準
を
吾
人
：に
許

^

こ
'
と
を
以
孓
稂
本
ぬ
自
的
と
考
：へ
：る
，

而
し
て
此
目
的
を
達
成
す
‘る 

に
次
の
四
？
め
條
件
亦
必
要
と
看
ら
机
る

o

:
 - 

.

;

.

. 

;

'

-

:

■/
,
'/
•

:

$

.

.

.

第
，
.

一.
の
條
件
は
、
總
て
洳
何
な
る
經
濟
她

■

•;
!

_

:

&

產
r

滲
加
す
る
浠
望
を
持
ち
な
が
ら
、
無
爲
：に
し
て
放
適
さ
れ
ユ
.焐
つ
て
は

w
. 

^

o

a

.

0

3

^
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一o

八

、

I 

1

1

0八
ノ 

な
ち
：ぬ

い

ふ

と

と

で

龙

る
1

;

泚
問
顧
は
规' «

的
に
.
見

れ

巧

：：所

謂

る

失

業

問

題

る

？
之

を

第

一
(

篇
に
於
て
論
ず
るo 

„

:

-.
§

;

5

_

禮

、
：利
：用^

得
べ̂

經
濟
的
資
源
は
、
總
：て
消
費
者
の
最
も
望
む
所
の
生
產
物
を
可
及
的
多
量
に
生

^

さ

れ

ね

被#
ら
g
i:v
v
'i
こ
と
^
あ

る

。
：：
泚

舊

は

ブ

今

日

Q

社

會

；
で
.
砝

於
て
論
^

る
。
：':
'
.
.コ
：疒

？’
.、
丨
^ ̂

、

.

-

.

.

.

.

. 

,
. 

.

.

.

.

.

.

. 

.
.
.
.

:
:第
三
の
條
件
勉
、
：：社

會
::
0

所
得
：が
、
％

及
的
多
大
の
.
滿
足
を
各
人.に
齋
ら
す
様
忙
分
配
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る

0

此

'還

：は

蕩

溶

配,<
D
間

題

：で
：案

甚

を

第

1:

書

S
.て
論
ず.，

っ
：： 

'
 

,

:

第
四
の
；條

货”

篇

:<
*

:

閑
暇
.
ノ
金
入
：
1

名
全
蓄
積
資
本' ©

間

逼

當

な

比

例

が

保

た

れ
.
ね
ば
な.
ら
：ぬ
と
：い
ふ
こ
と
で
あ
る

0

此
問 

S
t

i

勞
働
と
廣
ホ
々
の
オ
ブ
そ
ィ
^
ネ

-

-:
'
'?

^

、
以
士:;

<

D

條
仲
は■
、.

：
ー
；
社

會

：
が

外

部

0

社
會
士
：交
涉
：

§

;

な
；い
、
.'獨
立
サ

 

.現
實 

に
淤
て
：艿»

何
*

る

國

と

镟

も

她

愛

經

濟

的

關

係

を

結

ふ

で

居

る

0

從
づ
て
>以
上
の
四
條
件 

の
影
響
を
受
け
る
，

.

此
間
題
は
即
ち
國
際
經
濟
問
題
で
：あ
る
。
之
を
最
後
の

.

第
五
篇
に
於
て
論
ず
る
。

.此
中
著
者
が
最
も
重
要
視
し
て
居
る
の

は

、

初
め
.
の
，ニ
篇
、
殊

に

第

一

篇
の
失
業
問
題
と
、
：第
五
篇
に
現
れ
る
該
問
題
の
國
際
的
方 

固
と
で
あ
る
。
著
者
は
失
属
問
題
が
、
現
時
最
も
緊
切
且
つ
實
際
的
な
性
質
を
帶
び
て
居
る
と
考
へ
、
而
し
て
該
問
題
の
解
決
は
最
も 

政
府
の
干
渉
を
要
す
る
こ
と
の

.
少
な
く
、
所
得
分
配
の
：問
題
な
ど
、
異

つ

て
、
人
心
の
變
改
や
旣
得
利
益
の
侵
害
を
要
せ
ぬ

も
の
で
、 

單
に
ょ
り
ょ
き
理
_

に
依
0

て
セ
規
代
に
於
妙
る
此
人
.
類
0

最
大
不
幸
の
ー
つ
を
除
き
得
：る
と
考
へ
て
居
る

o

.

ミ
ー
ド
は
木
景
氣
に
莶 

づ
く
失
業
の
發
，生
を
其
中
：要
對
澈
と
：な
し
、
之
め

.
對
.
策
と
し
て
は
、
，貨
幣
政
策
を
道
奥
視
す
る
立
前
か
ら
利
子
步
合
を
引
下
げ
て
、
投 

.
資
の
恢
復
を
計
り
、
、國
立
銀
行

0

公
開
市
場
政
策
を
推
稱
す
る
‘
0

更
に
叉
積
極
的
に
公
企
藥
’の
施
設
を
增
加
し
て
勞
働
に
對
す
る
需
要

を
ば
直
接
に
も
間
接
：に
も
增
加
せ

.

ん
す
る
方
策
：を
適
當
と
考
へ
，

. ?
>
:'
o

尙

、

：；

不景
氣ン
フレ
ー

シ

ョ

ン

；

 

政
策̂

ば
消
費
者
の
支
出
に
章
で
5

ぼ
し
、
：消
费
者
を
し
，て
杂
分
の

"

銀
行
券
を
使
用
せ
し
む
ー
.
る
：方
策
を_
¥

し
む
べ
含
&
と
を
提
案
ず 

る
。‘
'
此
：證

手

段

は

何

れ
- ^
_

耍
の
：人
爲
的
塯
大
金
計
る
も

.
の
1 ?

あ
る
が
、
：
同

時

ゆ

塞

賃

銀
5 :

引
下
げ.
.て
：、

一
般
購
賈
力
の
、低
落
す 

る
を
好
凌
ず
：、
.

た
^ '

ど
ぅ
し
：て
も
實
質
賃
銀
：の
引
卞
げ
が
不
可
避
セ
あ
る
と
：見

.
る
樣
で
あ
る
：。
斯
_

な
意
1

^

キ
丨
'ン
ズ 

，
所

が

多
v >
^

見
受
け
も
れ
る
。
：：此
_

の
学
段
の
外
：に
國
家
が
命
令
：に
依
っ
て
直
接
に
就
紫
を
增
加
す
る
手
段
と
し
て
ミ
ー
ド
は
、
勞
働 

.
時
亂
の
短
縮
に
依
る
.

：1
»

囊

：の.
人
間
の
雇
傭
職
業
に
對
ず
る
税
金

^

免

湾
.
又
職
#

の
補
助
獎
赚
金0

賦
與
等
を
考
へ
：
て
居
る
。

ハ：：

ネ

？

ド
，
は

.
'國
際
經
濟
問
題
を
論
ず
る
最
後
の

.
章
に
於
ヤ
、
國
際
協
カ
忆
依
る
自
由
交
易
生
義
が
，
失
業
問
題
を
解
決
す
る
よ
に
於

て

、 

:
國
際
的
に
：最
冬
有
效
な
名
爭
段
セ
あ
も
こ
と
を

.
力
說
し
て̂

る
。
M

し
て」

、
今
日
の*

#

の
經
濟
的
原
因
が
、
失
業
の
解
決
を
；外
國
市
場 

に
求
め
る
各
國
の

：

努
为
に
在
る
：と
&

^

名
、
，_此
努
カ
：が
各
國
そ
れ
|

:

の
.
.桃
外
的
.行

動I

 

e

馨

さ

、れ
名
結
果
、
戰
爭
の
.誘
發
さ
れ 

ぺ
る
可
能
性
は
頗
^

术
で
'
:あ
る
：と
見.る
.
.の
で
あ
る
。
而
し
て
最
後
に
日
く

.「

如
：何
な
る
國
が
植
民
地
を
統
治
し
て
居
ょ
ぅ
と
も

*

當
該
植 

民

禅
^

提

供

す

，
る

經

濟

土

< 0
«

會

辟

、
.
.
.
_て
；
皆

、
ッ
あ
：
ら

ゆ

名

.

國

に

平

等

の

：
倐

件

：
；
で

開

放

さ

：
る
 

の
聞
：戶
開
放
政
策
は
.
:'
'
'
'總
そ
' 0

他
( 0

:國
>

.

0

;利
益
た
る
に±

ま
ら
大
該
植
民
地
0

住
民
'
の
刹
益
と
も
な
る
も
0

で 

.

等
は
.
最
も
有
利
な
る
條
仲
で
借
入
.
を

爲

し

、
，
最

も

® :

廉
な
條
件
で
買
人
を
爲
し
、
而
し
：て
最
も
高
筒
な
市
場
に
寶
却
を
爲
す
こ
と
が
出 

,

來
.
る
：か
ら
セ
务
る
。

」
(

同

雪
1

八
七
-
-
-八
寅
>

.

'.,」

；
し

：

:
:
:
.
:此
：樣
に
乘.べ
て
次
に_

際
聯
盟« >
'

役
割
を
黧
重
ず
：る
邊
，々

は

.
"
如
何
に
も
英
國
經
濟
學
渚
の
傳
統
を
受
け
，て
居
る
有
搽
が
窺
は
れ
る
。

著
者
の
最:■
%

力
を
1

れ
.
た

獎

業

間

題

迄

辣

い
.
で
、
：
筆
者0

最
も
興
味
を
惹
い
た
の
は
、
i

ー
篇
の
競
雙
掏
相
及
び
.計
畫
經
濟
の 

部

あ

る
.
o

以
：下
簡
單
に
之
玄
紹
介
^

て
本
文
あ
終
多
こ
^
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.

.

.

. 

:

-

ド
ほ
先
づ
完
全
競
箏
f

從
來
鱭
濟
原
論^

於
て
推
論0 '
:

:

前
提
.
<*
:

し
そ
_

:

ら
れ
て
屌
る
所( 0

自
^

競
爭——

を
定
義
：す
る
。
そ 

れ

ば

、
：
へ

先

づ

雜

f

f c

坐

產

數

素

の
.
：

移
動

-
-

-
-

職

業

，
か
^

職

業

ペ

ぶ

最

高

：
の

報

酬

を

求

：
め

：
て

.
爲
ず
所
の
叙
動^
^

.

に
對
し- C 

的
制
眼
の.
な
い
こ
と
、
：
第
.

U

に
如
何M

る
經
濟
主
體
と
雖
：も
、

.

.震

世

ら

る

\
財
貨
の
價
格
ば
影

» '
-

を
自
カ
で
及
ぼ
す
こ
と
0

 

と
い
.
ふ
.
こ̂

で
$ >
'

る
0

:

笫

；1
の
：條

仲

は—*
市
場
に
於
け
る
一
物
一
價
の
法
則
を
表
し
、
第
二
の
條
件
は
無
數
の
競
维
客
の
存
在
を
示
す
：

も
0

セ
あ
：る/0
,

ノ(
.

:
'-
:;

:
.:
.

リ
バ'
' 

ぐ〈

.

.

'
へ.
.

V

;ブ

M

完
：全
競#

が

實

現

せ
：：

ら

れ

る

場

合
.
に
ば
、

：
^

^

 

こ
と
に&

り
、
消
費
者
は
、 

限
界
效
用
均
等.の
原
|

裏

1 >

褥

？
生

產

要

素

靈

者

：は
、

»

高
所
得
|

即
ち
生
產
要
素
ゅ
限
界
的
生
產
物
ね
價
値
が
均
等
に
な 

る
結
果-
~

-

を
狻
得
す'
る(

：
こ

：
と

が

出

來

省

。

:

:
.
_
で
 

が
併
し
、.
>

/

1

:ド̂

據
れ
.
ば
、
完
全
競
爭
は
決
し
：て
萁
儘
セ
：は

理

籠

杈

效

猓

を

暫

ず

兔

の

：.で
楗
な
い
办 

の
は
，
彼.Q

定
義
に̂

る

樣

：に

太

爲

的

制

限

を

.都

へ.
ず
に
と
い
ふ
意
味
で
あ

^

?

彼
^̂
^

ら
さ
ぬ
と.
い
■
ふ
。

.
：
'

.
 

f

t

.

.
第
：.
I

P批
判
は
：、
消
費
者
め.或
部
分
が
、
自
已
0
.钦
望
に
最
_

な

馨

を

知

ら

ず

し

：て
：誤.つ
ズ
選
擇
す
る̂

い
.ふ
と
と
で
あ
る0

此 

誤
謬
を
矯
J E
す
る
.爲
に
は
”

國
家
の
干
渉
I

例
：へ

)

ば
敎
育
^

茶
等
1

が
必
寒
で
.あ
る
と
見
る
 々

第11;.の

批
刹
ば
、
ニ
、財
：の
眼
界
坐
產
費
用
：が

馨

：に
取
っ
.て
は
>
:へ
該
坐
產
者
に
取
：.<
>
.て
.ょ
り
も
高
^

へ
ば
、
黑
煙
を
吐
く H

場
が
使
用
せ
ら
る\ .
時
'

其
煙
の
.煤
に
依
っ
て
蒙
る
附
近
往
民0

損
失
を
ば
、
：其
ェ.場
經
營
者
に
か
-
^
:な
ぃ
，

こ
と
が
ぁ
る
0

之
と
反
對
に
利
益
を
社
會
金
體
に
與
へ
：な
が
ら
其
供
給
者
ば
之
に
對
す
る
報
酬
を
受
取
ら
ぬ

^

ぅ
。
：.
此
樣
な
場
合
國
家
其
他
の<
ム
團
體
が
補
償
金
又
は
補
助
金
を
出
す
こ
と
が
望
ま
し
.ぃ
こ
'と
亡
爲
る
：の
，
.で
：ぁ
る
？

：

:̂
ー1
,ー：の
*

判

，は

競

矫

が

富

，
の

分

：配

0
.公
平
を
.保
證
：す
る
も
.の
で
な
ぐ
、

^̂ 

之
は 

彼
が
著
書
の
春
-一
篇
で
別
.に
：論

じ

て

居

る
.0
.
' ,

ベ
：

■
:'
、

.そ
れ
か
ら
又
、
：
自
由
放
任
の
政
策
の
卞
に
於
て
は
、
競
爭
象
ず
不
完
全
で
：あ
る
こ
と
を
ミ
；

1
¥氏
.は
指
摘
す
る0
競
爭
が
不
完
全 

^
い
ふ
と
と
は
反
：
1

ら
見
れ
ば
獨
占
又
杜
準
獨
古
的
1

を

意

味

す

，る
4
の
で
あ
る
。
：獨
占
的
狀
態
は
賣
手
な
り
買
手
な

&
が
、
自 

カ
を
以
：て
.-
'
布
場
に
於
け
る
關
係
財
貨0價
格
を
或
程
度
ま.で
.左
右
1
得る
勢カ
を持
、
^

賣手
獨占
は例
べば

 

自
然
的
資
源
其
物:0
絕
對
的
稀
少
性.に
甚

づ

い

：た

兑

、
：
法
律
上
の
：
制

限

匕

基

^
い
^
寶
手
の
：數;0
少
な
い
こ
と
も
あ
る
し
、
又
市
場
其 

も
の
.が
不
完
全
で
あ̂
こ

と

の

篇

：に

生

ず

：る
。
：；
：
そ
れ

.は
連

送

費

用

：
の.#
我
::
'
消
費
者
側
$
.無
智
及
び
生
：產
物
の
質
又
は
型
の
相
違
等
に 

よ
：る
飞
'.
«
>で
あ
名
;'
0
買
手
獨
占
は
賀̂

手

：の
：
數

が

少

な

い

と

か

3買
手
相
瓦
間
の
生
產
耍
素
議
性
の
不
：完
全
で
あ
る
爲
に
生
ず
る
。
何 

れ
の
參
合
の
獨
宙
に
於
て
惠.完
全
競
：爭K
於
け
る
.價
格
の
'原
s

s
:t
>生
産

嬰

素

の

債
a
が

限

界

生

產

物

の

，
價

格

に

1
致
す
る
.士

い

ふ 

原

則

は

成

立

す

名

，何

能

性

が

少

な

い

，
。
：

.而
し
て
獨
古
者
は
、
生®
要
素
を
ぱ
眼
界
價
格
以
下
，で
貢
入
れ
、
'生
産
物
を
限
界
價
格
以
上
に 

'寶
却
す
洛
.こ
と
が
出
來
る
。
へ
此
間
0
價
格
關
係
を
ば
、.ミ
1;
ド
は
自
ら
作
製
せ
る
數
字
表
に
依
つ
て
懇
切
丁
寧
に
說
明
し
、
吾
人
を
し 

て
大
い
忙
興
味
を
覺
ぇ1
お
る
：も
の1が
あ
る
:̂
餅

か

：：る

獨

冶

：の

»
在
は
結
局
売
全
競
爭
に
於
て
得
ら
.る
<
利
益
を
屢
ミ
全
く
失
は
し
む
：
 

>
も
0
が
あ
る
<?
>
で
：あ
る0
:输
;1
>
て
..
:
1般
：に

放

倥

さ

れ

た

る

競

爭

の

：弊

害

と

呼

ば

れ

：る

も

0'
は
*
競
爭
其
自
職
の
欠
點
た
る
よ
り
も
寧 

.ろ

獨

占

的

狀

態

に

邀

乂

浪

費

:^

»
.つ
た
方
が
：
一

勝
適
切
で
炎
る

彼̂
は
考
べ
：̂
。.

此
點
は
筆
者
も
亦
同
感.で
あ
る
。

：
.

A
'r
:
-
^は
獨
古
の
爲
に
生
妒
る
如3の
：
不

利

益

金

除
{
手
段
と
し
十
次
の
如
き
も0を
擧
げ
る
。::
:
^
^
^
へ

:
:-.〈

ー? \

反

籠

法

、
迄
は
賣
苧

X

は
買
手
同#

の
：

.

獨
沾
結f

防
ぐ
も
の

ニ
广
敎
^

的

带

段

ー

之

墙

費

者

又

は

坐

產

要

囊

供

者

の

蕪

眢

に

基

く

不
完

全

競

梁

を

防

ぐ

も

の

w
* 

w
. 

« 

>
3 

M
O
^
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w
o
o
p
o
s
^
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三
、〗

合
理
化
：ノ
之
は
坐
產
能
率
の
優
秀
な
芩
私
的
企
業

^

生
產
を
集
中
す
る
と
と
を
目
指
す
も

0

 

'

:

四
、
：
.
價

格

統

制..
慎

格
^ ;

影

響

す

一

る

獨

占

的

.

/

.

へ

ヾ
•-
■此
等
0 0
方
法
は
何
れ
.も
$

*
行
出
來
る
：：と
ほ
斷
言
出
來
な
い
。
.殊
に第

}:

.の
：方
法
：の
如
き
は
、

：

最
近
の
經
㈣

か
ら
見
て
も
實
行
不
可 

能
：の
.機
で
あ「
る
。
其
他
0

手
段
€

し
て
も
、
:獨
古
€ >
弊
害
：を
免
れ
得
る
程
效
カ
あ
る
も
：の
.と
は
：受
取
れ
ぬ
。
其
處
で
ミ
ー
ド
は
觅
に
國 

:家
^

よ
る
計
鼙
經
濟
の
案4

戀
し
が
る
の
で
あ
：る9
ノ

;

、
入

,
'

:

計
畫
經
濟
に
於
て
も
>

:

彼
は
、
：慣
格
に
做
る
費
用
と
牧
益
め
計
算
は
必
耍
不
可
次
で
あ
る
ん
考
べ
る
。
屢
ミ
想
像
さ
れ
る
所
の
素
朴 

.
な
直
接
の
强
制
的
計
畫
經
濟
は
不
可
と
見
：て
居
：る

.

。
：
,:
'
.

リ…

：

：
/

:

,

•
又
計
畫
經
濟
の
，場
合
，に
於
け
る
經
營
考
と
*
-:
私
的
金
業
の
支
配
者
と
の
熊
率
の
優
劣
は
如
何
と
い
ふ
5

彼
は
前
者
に
多
大
の
好
意 

を
ょ
せ
た
意
見
を
述
べ.て
：居
る
。:.
.
:元
來
此
問
題
：は
、
，計
畫
經
濟
反
對
論
者
が
、
，官
僚
的
事
«

の
.能
率
劣
等
を
指
摘
す
る
爲
に
持
出
さ
れ 

、
る

も

の

：
で

あ

'る

が

、:.ミ

ー

：
ド

氏

は

之

：
に

對

し

次

€ >
.樣
に
述
べ
て
唐
る。

”

.
：
：
.-
,

.

2

:
「

V
.；  
‘，社
會
化
に
*

す
る
：批
判
者
は
、

唯
//

單
に
社
會
化
さ
れ
た
る
産
業
の
：經
營
者
が
能
率
劣
等
で
あ
る
こ
：と
を
證
明
す

る
許
り
で
な 

く
、
：
猶
ほ
豕
彼
等
の
能
率
劣
等
の
齒
度
が
、
獨
占
的
浪
費
：

§

減
少
を
相
殺
し
て
衙
ほ
：
1

*
以
上
.で
あ
る
：こ
.と
を
證 ̂

社
會
化
に
碧
く
經
營
能
率
の
損
失
は.、
.あ
り
得
べ
き
限
り
に
於
て
は
、
.，
經

營

技

術

：の

：困

難

：
の

.增

大

に

在

る

の
.で
な
く
、
單
に
經
營
の 

動
機
©
變
化
に
在
名
，の
で
あ
る
。
技
術
上
の
の
問
題
か
ら
言
人
ば
、
社
會
化
產
寒
の
方
が
寧
ろ
利
潤
の
翻
大
を
追
求
す
る
事
業
ょ
り
も

」 

曆
單
純
で
あ
.る」

と
。
ベ
.：へ
へ
：
リ
 

.

:

以
上
頗
、る
簡
舉
に
、
著
書
の
.要
求0

し
か
も
一
罾
分
を
紹̂

し
た
。
著
者
は
本
書
に
依
つ
て
果
さ
ぅ
と
し
た
目
的
は
か
ぅ
で
あ
る
。 

即

ち

其

序

言

把

白

，ぐ

.:
>「

此
書
.に
聆
て
チ
は
、.現
代
の
經
濟
問
題
と
直
接
に
關
係
さ
せ
：て
經
濟
理
論
を
論
じ
た
。
此
問
題
に
關
す
る
一
敎

師
と
し
て
、
予
は
、
經
濟
學
に
賴
つ
て
目
下
の
緊
急
問
題
の
解
答
を
汆
め
ん
と
す
る
人
々
が
、
敎
科
書
の
形
式
的
分
析
を
以
て
現
實
の 

微
界
を
說
明
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
ふ
事
實
を
發
見
し
た
の
で
ぁ
る
？
然
し
な
が
ら
斯
く

0

如
き
形
式
的
分
析
は"

實
際
問
題
の
' 

徹
鹿
的
な
理
解
の
爲
に
必
要
な̂
の
で
ぁ
り
、
嚴
楛
な
敎
科
書
式
分
祈
は
之
を
ど
ぅ
し
て
も
會
得
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

0

が
併
し
、■
予
は
、 

本
書
に
於
.て
、
之
を
經
濟
問
題
の
直
接
の
論
議
と
結
び
付
け
て
、
斯
'か
る
分
析
を
補
ふ
こ
と
を
試
み
た

」

と
デ

此
試
み
は
確
か
に
成
功
し
：て
居
る
と
思
ふ
。
經
濟
理
論
を
理
解
し
、
其
知
識
を
實
際
の
經
濟
問
題
に
應
用
せ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
も 

の
は
本
書
を
請
ん
々
多
大‘の
敎
訓
を
受
け
る
で
ぁ
ら
ぅ
？
唯
其
說
く
所
が
時
に
理
想
に
過
ぎ

——

例
.へ
ば
所
得
の
.公
平
な
る
分
配
論
資 

本
蓄
積
論
、
國
際
平
等
論
な
ど.

I
此
點
些
か
不
滿
が
な
い
で
も
な
い
。
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